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例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

   幸 若 か わ ら 版  
幸若舞の里づくり会
　事務局　橋本守行
　電話090-7746-8689

　第 ４９号
  令和６年　７月 １日

令和６年度総会開催

令
和
六
年
度
の
総
会
が
、
五
月
十
二
日
午
前

十
時
か
ら
会
員
一
五
名
の
参
加
を
得
て
、
町
生

涯
学
セ
ン
タ
ー
で
」
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
玉

会
長
の
開
催
挨
拶
の
後
、
大
川
新
教
育
長
の
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
内
藤
尚
子
さ
ん
を
議
長
と
し
て
、

令
和
五
年
度
の
事
業
経
過
と
決
算
報
告
、
六
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
、
新
役
員
選
出
と
審

議
が
進
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
（
こ
れ
ら
総
会
資
料
は
二
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

議
事
終
了
後
、
本
年
一
月
に
行
わ
れ
た
福
岡

県
み
や
ま
市
幸
若
舞
保
存
会
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会
の
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
理
解
を
深
め

ま
し
た
。大

川
新
教
育
長
祝
辞
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　　＊令和６年度より、一般会計と特別会計を

　　　統合しました。

　　＊紙面の都合上一部簡略化しています。

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

令和５年度事業経過及び決算 令和６年度事業計画及び予算

実施月 　　事　業　名 　　　摘　　要
４月 街角美術館 福井銀行朝日支店
４月 佐々生墓地清掃
５月 第９回総会
５月 健康ウォーク
７月 あさひまつり
９月 観月の夕べ 劒神社
９月 西田中区秋祭り

９月 岐阜方面研修旅行

１０月 街角美術館 生涯学習センター
１１月 幸若出前授業 朝日小学校
１２月 講演会＆忘年会

１月 新年会
その他 幸若歴史講座 毎月第４火曜日町図書館

幸若かわら版発行 隔月奇数月発行、６回

当面の主な予定
７月２７日（土） あさひまつり

７月３０日（火） 幸若歴史愛好会

実施月日　　事　業　名 　摘　　　　　　要
 4月  5日街角美術館 泰澄の杜　
 4月  9日左内まつり 福井市左内公園
 4月 14日顧問会議
 4月 16日佐々生墓地清掃
 5月  7日第8回総会
 5月 28日区健康ウォーク
 6月 17日幸若子孫秋山氏来訪
 7月 29日あさひまつり
 7月 30日青山藩葉菊会交流
 9月 29日金沢研修旅行
 9月 30日劔神社観月の夕べ
10月  4日街角美術館 生涯センター
11月 24日青山藩葉菊会交流 郡上八幡市
12月  2日忘年会 千葉亮氏講演
12月 20日出前授業 朝日小学校
 1月 12日みやま市保存会交流 オンライン
その他かわら版発行、幸若歴史愛好会開催

一般会計収入 単位：円

前期繰越金 0
年会費 82,000 ４１名
入会金 0  
町補助金 28,000 越前町
区補助金 20,000 西田中区
行事参加費 0
雑入 2
繰入金 118,651 特別会計より
合計 248,653

一般会計支出 単位：円

事務局費 33,834 事務用品ほか

会議費 15,969 総会等

事業費 183,285
　幸若歴史講座 50,000 講師謝礼等

　専門部会 64,970 研修旅行など

　語り部の会 3,524 紙芝居

　幸若すごいぞ展 16,671 あさひまつり

　幸若子供教室 20,000 朝日小中出前授業

　観月の夕べ 0 劒神社幸若舞

　研修会 28,120 講演会中止

団体加入年会費 5,000 町文協

次期繰越金 10,565
合計 248,653

特別会計収入 単位：円

繰越金 94,098
町補助金 480,000 ふるさと納税
合計 574,098

特別会計支出 単位：円

佐々生墓地清掃 8,595
幸若かわら版 42,966 ６回発行
みやま市交流会 27,181 交流会
舞衣裳更新 266,640
紙芝居 82,500 ＤＶＤ
幸若舞幡更新 18,260 ＦＢＣ
繰出し金 118,651 一般会計へ
次期繰越金 9,305
合計 574,098

収入 単位：円

前期繰越金 19,870
年会費 100,000 ５0名
町補助金 508,000
区補助金 20,000
行事参加費 10,000
文化協議会 5,000
雑入 100
合計 662,970

支出 単位：円

事務局費 35,000 事務用品ほか

会議費 50,000 総会等

事業費 529,000
 幸若歴史講座 64,000 講師謝礼等

 関連史跡巡り 100,000 岐阜方面研修旅行

 佐々生墓地清掃 20,000 紙芝居

 かわら版発行 50,000
 語り部の会 5,000 あさひまつり

 すごぞ展 10,000 文化祭

 幸若子供教室 20,000 出前授業

 観月の夕べ 10,000 劔神社

 研修会 50,000 他団体交流

 幸若舞復元 200,000
団体加入金 5,000
予備費 43,970
合計 662,970
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　　　幸若歴史愛好会　町図書館　幸若研究室

、

幸若歴史愛好会は毎月第４火曜日開催です

幸若舞の里づくり会 令和６年度 役員一覧
名誉顧問 　打波悦子（打波六兵衛氏夫人） 顧　　問 村上　雅紀
顧　　問 青柳　良彦 顧　　問 孝久　幸一 顧　　問 中嶋　宗聖
会　　長 児玉　　忠 副 会 長 青山　　栄 副 会 長 月田　文夫
事務局長　 橋本　守行 庶　　務 岡本トシ子
理　　事 岡本トシ子 理　　事 松田美喜子 理　　事 藤川チエ子
理　　事 河瀬　敏宏 理　　事 高橋　　満 理　　事 月田　文夫
部 会 長 月田　文夫 副部会長 高橋　　満 部 会 長 藤川チエ子
部 会 長 松田美喜子 部 会 長 河瀬　敏宏 部 会 長 青山　　栄
監　　事 井上　裕章 監　　事 高橋　圭子 参　　与 西野喜久治
参　　与 佐藤千津子 参　　与 青木美枝子 参　　与 白崎　賢一
参　　与 竹内　由美 参　　与 辻　洋次郎

幸若歴史愛好会開催
松平春嶽と橋本左内②,③

啓
発
録

五
訓

稚
心
を
去
る

子
供
じ
み
た
甘
え
を
脱
却
せ
よ

気
を
振
ふ

負
け
ま
い
と
強
く
気
を
振
い
起
こ
せ

志
を
立
つ

目
標
を
揺
ぎ
な
く
定
め
精
進
せ
よ

学
に
勉
む

優
れ
た
人
物
を
見
習
い
実
行
せ
よ

友
を
択
ぶ

自
分
の
向
上
に
繋
が
る
友
を
選
べ

（
ふ
る
さ
と
福
井
の
先
人
１
０
０
人
）

第
２
回
と
３
回
の
角
鹿
講
師
に
よ
る

幸
若
歴
史
愛
好
会
が
さ
る
五
月
二
八
日

と
六
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
松
平
春
嶽
と
橋
本
左
内
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
公
式
」
研
究
の

み
な
ら
ず
、
時
に
脱
線
し
た
話
題
も
あ

り
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

①
橋
本
左
内
は
、
奥
外
科
医
の
子
で
あ

る
が
、
若
い
こ
ろ
か
ら
藩
医
に
あ
き
た

ら
ず
、
大
坂
の
適
塾
に
学
ぶ
な
ど
「
世

の
中
の
病
気
」
を
治
療
す
る
政
治
を
志

し
て
い
た
。

②
春
嶽
の
命
を
受
け
て
、
一
橋
慶
喜
の

将
軍
擁
立
の
政
治
工
作
を
京
都
や
江
戸
で
展

開
し
た
。
紀
伊
慶
福
に
決
定
、
自
決
を
決
意

し
た
が
、
春
嶽
に
止
め
ら
れ
た
。

③
そ
の
後
、
井
伊
直
弼
ら
の
安
政
の
大
獄
に

よ
り
刑
死
し
た
。

④
左
内
は
「
青
春
」
真
っ
盛
り
の
年
頃
で

あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
女
性
に
は
関
心
が
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
薩
長
の
藩
士
は
京
都
の
祇

園
や
島
原
で
遊
ん
で
い
た
が
、
左
内
に
は
そ

の
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。

⑤
左
内
が
藩
医
か
ら
書
院
番
に
登
用
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
藤
田
東
湖
や
中
根
雪
江
な
ど

の
力
添
え
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
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語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

稲
葉
に
風
が
丹
生
の
里

昭
和
九
年
七
月

福
井
新
聞
記
事

古
典
幸
若
舞

国
有
北
陸
線
福
井
駅
か
ら
鯖
江
駅
で
汽
車
を
す
て

た
。
社
内
同
人
一
行
三
名
直
ち
に
連
絡
の
鯖
浦
電
鉄

で
丹
生
の
高
原
を
走
る
。
山
一
重
か
な
た
は
、
日
本

海
の
怒
涛
が
打
ち
よ
す
る
海
岸
と
も
●
へ
ず
山
々
が

前
途
に
そ
び
へ
て
居
る
。
後
に
は
日
野
山
が
高
く
、

一
帯
翠
の
山
々
を
集
め
て
居
る
。
稻
葉
に
風
が
そ
よ

ぐ
中
を
電
車
は
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
居
る
。
桃
の

●
●
川
去
丹
生
郡
の
中
心
点
西
田
中
も
ま
た
た
く
間

に
過
ぎ
て
行
く
。
西
田
中
に
は
音
曲
家
・
幸
若
の
一

族
の
故
地
が
あ
る
筈
、
其
創
始
者
幸
若
直
詮
は
、
桃

ノ
井
の
族
で
、
文
明
年
間
に
ゆ
か
り
を
も
っ
て
、
朝

日
村
に
す
み
、
同
十
二
年
こ
の
地
に
逝
去
し
た
と
あ

る
。
子
孫
は
其
舞
曲
を
以
て
立
っ
た
が
、
●
弥
次
郎
、

八
郎
九
郎
、
小
八
郎
の
三
分
に
分
か
れ
た
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
。
徳
川
家
康
は
こ
の
舞
曲
を
愛
し
て
、
三

家
合
三
百
石
を
扶
持
さ
れ
、
幕
末
に
至
る
ま
で
、
三

家
交
代
参
府
し
て
、
音
曲
の
用
を
う
と
め
た
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。

桃
ノ
井
の
血
統

桃
ノ
井
の
血
統
と
い
へ
ば
、
幕
末
の
偉
人
と
し
て

八
釜
し
い
橋
本
左
内
先
生
の
家
も
、
桃
ノ
井
の
出
で

あ
る
。
橋
本
家
は
医
術
で
立
ち
、
幸
若
家
は
●
●
●

に
の
び
て
、
我
国
の
芸
術
史
を
飾
っ
た
こ
と
は
、
一

寸
面
白
い
対
照
で
あ
る
と
思
ふ
。
現
在
幸
若
の
後
は

西
田
中
に
あ
り
や
否
や
。
是
非
な
ん
と
か
し
て
こ
の

古
典
的
芸
術
を
復
興
さ
せ
て
見
た
い
も
の
で
あ
る
。

西
田
中
か
ら
陶
ノ
谷
、
陶
器
を
す
え
も
の
い
ふ
言
葉

は
古
い
。
陶
ノ
谷
と
い
ふ
語
呂
の
滑
ら
か
さ
、
鯖
浦

工
事
中
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
古
い
陶
器
が
出
土
し
た
と
、

多
忙
の
中
を
く
り
あ
は
せ
て
、
案
内
役
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
木
村
翁
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
●
々
と
丹
生
の

古
い
文
化
に
想
ひ
を
は
せ
る
の
で
あ
っ
た
。

陶
土
を
生
ず

丹
生
の
名
の
起
り
は
、
丹
土
つ
ま
り
陶
土
を
生
ず
る

と
い
ふ
こ
と
か
ら
お
こ
っ
た
。
歴
史
は
か
た
っ
て
ゐ
る
、

だ
ん
ま
り
や
の
Ｔ
さ
ん
、
窓
に
よ
っ
て
写
真
の
ス
ケ
ッ

チ
に
。
思
ひ
を
ね
る
Ｉ
さ
ん
田
の
畝
を
歩
み
行
く
カ
ル

サ
ン
を
つ
け
た
女
。
家
の
た
て
方
。
す
べ
て
の
調
子
が
古

く
も
う
●
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
と
、
Ｔ
さ
ん

も
同
じ
こ
と
を
か
ん
が
へ
た
と
見
え
て
、
あ
の
女
カ
ル

サ
ン
を
は
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
車
内
の
現
代
式
の
い
で

た
ち
う
つ
く
し
い
、
婦
人
●
と
見
く
ら
べ
て
、
如
何
に
も

素
朴
で
あ
る
。
う
ぶ
な
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
感
じ
を
強

く
し
た
の
で
あ
っ
た
。
江
波
駅
か
ら
心
あ
て
の
常
磐
峡

は
、
徒
歩
で
行
け
ば
大
変
近
い
の
で
あ
る
が
、
道
路
が
悪

く
て
、
あ
な
た
方
に
は
…
…
と
木
村
さ
ん
が
い
は
る
ゝ
。

三
人
と
も
一
か
と
都
会
人
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

乗
客
を
待
つ

や
が
て
電
車
は
、
鯖
浦
の
終
点
織
田
駅
に
着
い
た
。

駅
前
に
は
四
ケ
浦
行
き
の
電
車
、
鯖
浦
電
鉄
経
営
の
バ

ス
が
ま
っ
て
ゐ
る
。
わ
れ
ら
の
一
行
の
●
に
は
●
●
●

の
自
動
車
が
待
構
へ
て
重
な
っ
た
間
に
、
一
条
の
道
が

通
じ
、
そ
の
道
に
沿
ふ
て
、
清
い
天
王
川
の
●
流
が
瀟
々

切
々
の
音
を
た
て
ゝ
ゐ
る
。
仏
の
文
豪
ピ
エ
ル
、
●
ヂ
ー

が
●
●
見
物
記
の
中
に
、
庵
ひ
か
ぶ
さ
っ
た
竹
藪
の
間

を
分
け
て
行
く
あ
た
り
を
。
自
分
は
虫
に
な
っ
た
よ
う

な
心
持
が
し
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
書
い
て
居
る
が
、
麦
茶

を
持
っ
た
Ｔ
さ
ん
が
、
こ
の
常
磐
峡
の
絶
勝
を
見
て
、
ど

ん
な
な
き
声
を
立
て
る
か
、
こ
ゝ
ら
で
Ｔ
さ
ん
に
譲
る

こ
と
ゝ
す
る
。

（
大
き
な
男
）

昭和５１年頃の旧福井県丹生地方事務所

(旧幸若屋敷跡)

後に朝日小学校、西隣に福井銀行西田中支

店があった。

その後同敷地に朝日町商工会館・勤労青少

年ホーム・西田中区民会館が建てられ、本年

（令和６年）解体撤去された。

（木下龍雄氏写真提供）


